
桑樹の耐寒性に關する調査（豫報）

桑條の硬度と耐寒性との關係

池田正五郎

1．緒　　　　　言

　　從來桑樹に劃する低温障害に圏する名構は必すしも一定せす。余の此庭に「寒枯れ」と稻するは冬期

　間過度の低浬慶の襲來によりて桑樹の一部叉は全部の枯死する欺態、師ち從來「塞害」「柵枯」「’C・枯」等

　と稻したるものを意昧し、凍寒（霜害）胴枯病（寒枯、土蒸れ、雪枯れ、鮫肌）とは嚴密に1亜別さるべぎ

　ものとす。從つて此庭に云ふ「寒枯れ」の如きは其の性質上日本内地に於て長野縣等の山岳地方乃至東

　北諸縣北海道等を除き其の被害と稻すべき程のものなく、前記諸地方に於ても寧ろ胴枯病b萎縮病等

　の被害大なる爲に比較的閑却せられたるを實情とし、これを質に問題覗し研究の墾寸照としたるは滞鮮

　地方の如き、冬期酷塞の訪る玉地方に於て激業開獲を始めたる以來とすべし。斯くてこの方面に於け

　る研究の極めて僅少にして殆ど敷ふるに足らざるは怪むに足らす、殊に從來磯衷せられたる報告の多

　くは桑品種と耐寒性、仕立法と耐寒性等の關係を調査したるもののみにして（文献1，2，3，4，）其の耐寒

．性の差異の由つて來る嘘の機樽に謝して具艦的に論違せられ苑るは遽藤博士（1916，丈献5）並に故鈴木

　教授（1926文献6）の二著あるのみにして、前渚に於ては赤木類の耐寒性張きは木栓暦の護達良好なる

　故とし後者に於ては冬期間に於ける皮部細胞組織の滲透墜を測定し共の高墜なるものは耐寒性亦大な

　る事を立詮登せられたり。・

　　余は豫てとの耐塞性問題に謝しては關心を有したりしが試瞼するの籐裕を欠き今日に至りたり、偶

　k岡部氏（1927丈献7）の立木硬度計の考案を聞きこれによりて耐塞性の弧弱を簡略に測定し得べきを

　意ひ、本秋に至りて漸く試むるを得たり、今本報告をなすに當り貴重なる参考資料の御恵奥を得たる

　立木硬度計の考案者岡部康之氏、種々なる助言、助力を賜り友る養獄科長湯川秀夫氏に深謝の意を表

　す。

2．　供試材料拉に調査方法

　本調杢に供用せるものは熊岳城農事試験場桑品敵見本園栽植の根刈桑品種扶桑丸以下36晶種にして

大正十四年植付以來年々夏刈を績けたるものにして以下の調査を行ひ比較蓑示に供用せるものとす。

　　A．耐　　寒　　性

　昭和三、四、爾年度の雫均にして夏刈伐探牧葉の際一株毎に平均枯損條長を求め杢株に封する枯損

輩をIOOIAj…率にて衷し且、四株宛を雫均せり。

　　B・桑　條　硬　度

　昭和五年十一月五日の調査にして各品種毎に牢均伸長度の桑條3本を探IL）これを各々四等分して下

部、中下部、申上部、上部とし各部の中央部に位する一冬芽の質下、次の冬芽との間（節間を二分す

る瓢）を選定し，この位置に於ける硬度を岡部氏考案の東京鰯屋製の「立木硬度計」の圓柱断面積5尋

方粍のものを以つて測定し各部の硬度とし3條の干均を求め該品種硬度とせり。

　猫硬度測定に際しては該硬度測定部位の條径を測定しmmにて表し参考に供し海り。
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　　3t調査成績
先づ耐寒性翻査の紬果を其の弧彊易の順位に配列表示すれば次の如し。

　　　　　　　　　　第一表　晶魎に依る耐寒性の差異

桑品種名
昭和3．
ﾇ枯歩合

il召和4．

ｦ枯歩合
不　均

　　舶、一　　

％ ％ ％
F

1，蒙賞　桑 3．1 《L5 3．5

2，熊農一號 72 　　ドP5．0 11．0

3，錦　　　桑 8．1 17．0 12．6

寒枯歩合 4，秋　　　雨 ユo．8 15．3 13．1

20％以下 5，瀧　ノ　川 ユ6．3 10．4 13．4

6，徳　　　川 ユ5．6 11．3 13．5

7，順川前川 13．5 20．3 16．9

8，相　　　模 11．2 24．2 17．7

　　　　　　一鵬一附一｝｝一@　　一酵”，醐πﾞ一「旧一

9，併蓮赤木 16．4 27．0 21．7

10，平南前川 2α0 23．9 22．0

11，紫早生 21．0 24．8 22．9

】2，四　邸　次1 18．6 27．3 23．0

寒枯渉合
13，鶴　　　田 16．8 30．8 23．8

14，金　　　子 20．0 2S．7 24．4

30％以下 15，島　ノ　内 22．0 33．0 27．6

16，世　界一 24．4 31．9 28．2

17，魯　　　桑 303 27．0 28．5

18，矢留　桑 25．2 33．0 29．3

19，利　　　桑 28．3 30．4 29．4

20，魯國野桑 21．9 38．5 30．2

2ユ，奥　　　州 26．6 34．2 30．4

22，丸葉十丈掌 22．6 43．0 32．S

寒粘歩合
23，甲　　　撰

Q4，改良鼠返

£6．4

Q6．6

392

W4．9

32．8

T5．7
……

ｺ和四年度の枯損多き結梁ZF均は5a7％テよれど

40％以下 25，黒　　　木 2s2 36．S 32．6 も年々の枯損率30％内タトなる放假1二此Σ逸に置くo

26，改良魯桑 30．0 40．6 35．3

27，群馬赤木 34．生 3a7 35．6

2s，大伊　ii垂 33．5 44．0 3S．8

露9，鰭治早生 27．8 53．4 40．6

30，一丈桑 31．0 56．1 43．6

31，唐　　　桑 44．7 50．7 47．7

寒枯渉合 32，清十鄭 59．8 36．7 4S．3

40％以上 33，吹良十丈寧 36．6 60．8 4S．7

34，山中高助 36．9 100．0 68．5

35，扶桑　丸 62．6 61．5 62ユ 塵に羅く。

36，金　　　龍 65．4 160．0 S2．7 馬

次に測定硬度並該條の條径を表示すれば次の如しa
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第二表　晶種による硬度並條樫

寒枯歩合

20％以下

なりしも

の

桑品種名

1，蒙古桑
2，熊農一・號

3，錦　　　桑

4，秋　　雨

5，瀧　ノ　川

6，徳　　　川

7，順川前川

8，相　　　模

lg，伊建赤木
1・。，亭南前川

　ユ1，紫早生

塞枯歩合，12・四郎次
　　　　13，鶴　　　田30％以下
　　　　14，金　　　子なりしも

の　　　15，島ノ　内
　　　　16，iEb　　界　　一輪

　　　　17，魯　　桑

　　　　18，矢留桑
　　　　19，利．　　桑

寒枯歩合

40％以下

なりしも

の

寒枯歩合

40％以上

なりしも

の

20，魯國野桑

21，奥　　　州

22，丸葉十女字

23，甲　　　撰

24，改良鼠遮

25，黒　　　木

26，改良魯桑

27，群馬赤木

2S，大伊一ge

29，鶯治一甲。tl：．

30，一丈桑
31，磨・　　桑

32，諮静　　一卜　　畏IS

33，改良十三虻孚

24，山rl・高助

25，挾桑丸
36，金　　瀧

條長

i］1

1．50

2．06

1．S7

1．91

1．26

2．40

1．97

1．73

2．12

1．93

1。96

2．03

1．72

1．99

1．56

1，80

2．24

1。80

1．S2

2，08

1．94

1，97

1．92

1．97

1．81

コ．95

1．81

2．10

1．72

2．13

1．80

1．75

2．38

1，66

2．03

1．85

條　　　　　狸

下部卜博副中土副上膏ls
IUtfJ

エユ．27

ユ4．2S

13．02

12．60

10．82

14．85

12．98，

11．53

13．77

12．07

12．8S

13，02

12．18

13．82

10．93

11．S5

17．15

ユ2．68

ユ3．73

13，78

14．87

12．18

13．40

12．30

14．05

13，37

12．65

14．25

11，98

15，20

12．80

12．78

15，5S

11．00

13．3S

14．75

s．42

11．72

11．OS

10．75

9．05

12．42

10．77

9．65

11．52

ユ0．05

11．17

10．90

10．47

1ユ．50

9、02

9．78

14．52

10．98

11．42

11．85

12．30

10ユ3

11。88

10．38

11。SO

11．08

10，25

12．17

9．83

12．80

10．75

工0．40

13．20

9．77

11．75

12．85

5．13

8．98

7．90

8．45

7．47

9．63

8．25

7．45

8．73

8．45

8。9S

8．75

8．13

9．15

7．77

8．17

U．62

8，93

8，92

8，鴨

10．71

S．22

10．22

9．20

9．65

9．22

8．00

9．78

8。18

10．45

8．83

8．25

ユ0．93

7．32

10．22

10．47

3．13

6。37

5．50

5。55

4．92

6．93

5，生7

5，32

6．73

5．90

6．13

6．20

6．13

6．13

5．08

5．85

8．90

6，53

6，10

6．18

7，85

645

7．00

7．13

7．05

6．72

5．77

762

6．02

7。63

6．55

6．33

8．27

5．57

7．67

7．88

硬　　　　　魔

下部
4s．2

40．3

37．0

43．s

37．5

43．8

43．3

42．5

42．5

49，2

44．3

39．8

39．7

36．3

34，5

46。5

40．0

44，8

39，　，8

41．2

34．5

40、0

44，2

37．0

39．5

42．5

35．0

37．S

40．3

41．0

36．8

33．0

44．3

38．8

42．0

33．3

Φ下部レ嚇Kμ部

36．7

36．0

30．5

36。3

30．5

40．3

40，5

36．O

33．S

39．2

372

32．8

32．8

31，7

30．8

33．8’

3径。0

38．7

312

34．3

31。0

31．3

36，S

333

32．3

36，7

27．s

29．7

31．1

352

29．8

30．5

39．S

34．5

33．0

29．0

26．3

29．7

27．7

26．5

22．7

32、3

27．5

23、0

23．0

27．8

30．7

2憂．3

24．0

27．2

22．0

2ア．3

28．2

313

263

26．3

24．2

22．o「

25．0

26．2

26s

31．7

20，0「

23．s

25．3

・31．7

19．8層

24．2

32、8

22．3

23，5

26。2

15．5

ユ9．3

210
ユ9．3

14．0

1S．7

17．0

ユ7．0

12，0

ユ3．8

15，3

15．7

19，　．3・

16．3

13．5

ユ5．3

1S．8

17、5

16．8

13．5

16．3

130

ユ7．5

17、o「

15．8

17．0

11．5

ユ4．7

ユ3．2

21．0

14．8

13．8

16．8

13．5

16．0

14．5

　前禍第一、第二の二表を野比するに耐塞性と硬度との聞に二定の傾向を認むる能はす、此は桑條の

硬鹿と條径との聞に一定の關係あり、條径大なるに從ひて硬度も亦大となる結果の當然の臨結なりと

す。條径と硬度との相關々係に就ては岡部恥もこれを認め、一例として改良鼠返桑苗の場合に相關係

数、十〇．66±．O．056を得たり，余は魯桑實生229本、伊漣赤木ユ22本（但し大正十四年栽植根刈仕立夏刈

に於ける冬期桑條）に就き前記の調査と同日に於て測定Li次の数値を得たり。
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　　　　魯桑實生　　r冒＋0，6077士0，04

　　　　イー」1・美韮垂赤フfく　　　　r　＝＋0，8126土0，03

　即ち晶毬にょりて異る成績を得たり。

　斯く條の太さの大小によりて硬度にも勘からざる影響ある故、余は前揚第二蓑の硬度表を直復の大

小によりて更正し同一の太さに於て比較するの必要を認め次の如くして更正値を求めたり。

　今前掲第二表に示したる硬度測定と同様の方法に從ぴ、下部、中下部、中上部，上部に四分せる桑

條より條径を同ふするもの各20本宛をとり硬度を測定せる結果を示せば次の如し。

　　　　　　　　　　　　　　　第三表條径と硬度

傑裡i
　　Tじユ

ー4．0

霧

蓬
赤
木
）

　
魯
桑
實
告

下　部

中下部

中上部

上　蔀

下部
中下部

中上部

上　部 13．3

一5．0

13．6

15．6

一6．0

15．5

12．1

17．4

15．4

一7，0

12。S

12。3

19．9

16．0

一8．0

20．7

13．0

21．8

17．2

一9，．o

25。5

23．3

14．2

27．5

24．工

18．0

　　i
　　E
－－

P0．Oi－・－11．0

2S．7

2δ．3

29．4

27．些

36．5

29．8

27。0

39．0

82．9

31．6

＿1q．　O

40。0

圏31．0

39　，1

33．7

一ユ9，　．e

39．6

31．1

39．3

39．7

一14．0　－15．0　－16．0

40．6

31．2

42．2

38。5

417

43．5

40．8

41．7

4↓6

一一　17．O

40．7

上表より條径1皿ユmの増加に封する碩度の増減を見るとぎは叛の如し。

　　　　　　　　　　第四表　條径の壇大に蜀する硬度の増減

1 …1…6・1…1…1…1・・・・・・・・・…i・3・・1・4・・i・5・・／・6・・・…

（伊蓬赤ホ） 下部
?ｺ部
?纒拍

部�

一一一� 一　一�

一一
@一一1．5�

｝280．2� －240．7� 一2．61．2� 3．22．〇一� ユ．11．7｝� ．35L

ｰ一

�

〇．4　

O．1　

黶@
�

．00

D1一

p�

．7一

鼈

�

｝一『�

1，0　

|　

c　

魯藥蟹生）� 　部申

ｺ都中
纒拍緕

ﾁ�

一『一� ｝－2．3�

一　

鼈黶

Z2�

『2．50．6� ｝！．91．2� －2．30．8� ユ．9330．8� 3．54．2一�
．10

DS一

�

．24

D0『

�

．90

DS｝

�

32
D3－

p�

．1一

p一�

帥ち、條径と硬度との關係ほ條の位置によりて一様ならすして比較的S）一・なる一定の傾向は中、上

に於てのみ認むるを得たり、、余はこの原因を中下部、下部に於ては既にある程度以上に硬熱せる結

にして、この關係は桑葉熱度の測定に際して見出す斯の適黙度を経過せる桑葉が晶種着藥位置によ

て一定の傾向を示さざると同様のものなりと思考す、從來検條鑑定に際し申部、刀至中上部を撰定

べく定められたるは故なきにあらざるなり、上部に於ても同様に一定の傾向現はれざりしは以上の

様の特性を示さy“ると、使用圓柱の断面積大なりし關係上測定に誤差を來し液る故なるぺし。

以上により以下の比較に就ては常に申上部を用ゆる事とす、而して此の場合に於ても研溝赤木と魯

實生とは傾向を異にし、前者に於ては太さの大なるに從ひて硬度の増大度を低減せるに反し後者に

ては却つて増大せり、猴この場合測定個膿数の少なきは唯一の欠陥なれども余は本調査に於ては輩

硬度と耐寒性との間に一定の關係あるや否やを知るを得れば足り、且、嚴密に云ふ時ぱ斯かる更正

の雪舘出に當りては各晶種毎に測定算出すべき慕當然なるべきも（上掲の二例にてこれを實諮し得べ

）斯る事は到底行ひ得るものに非ざれば余は測定数を多くするの勢を欝き次の計算によりて直接に
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更互E値を求めたり。

　今條郷111ml増大に劃する硬度の塘大の有檬を再録すれば次の如し。

條穫い…・・mmいmmい…1・・mnlい・－1計
伊蓮赤木
魯桑蟹生
ZF　　　　均

0

0

2．S

2．5

2．65

2，4

ユ．9

2．lo「

2β

2，3

2．45

2．0

3。3

2．65

1．7

4．2

2．95

11．5

14．2

12；85

即ち、伊轡木、魯桑蹴爾種を通鋼れ雌6m・・のものと・・mmのものとの鍍の差は12・85麟

！．次に各太さに封する硬慶の増大度を一様なりと假定しこれを均一一ec配分すると整ば（これを均一…

に醗する事腱論」、正當歓けども余の偶磯搬るイ灘淋潜簸生tc方箪前都ありて駄

さの堰大と共噸度囎大度罐減し後者にありては反劃に増加せるによりこの際他妨法なし）條

解凱皿の増旅凱ては2，57度・加m幽してはユ，285度禰す事となる・1陣羅1h・mのものを標

準として硬度を比較せんとすれば次の如く各階級の硬度を加重する必要ある婁となるなり。

條径16・m匝・1・・　71…i・い・い1・司・・1…11工
蕩量訓・2・8s　1…56s　1・・…。i　・sJgs　1　7．…睡25陣・・再8551・57°ド285°

以上の假．定により條径11mmなるもの、硬度30度なりしとすればこのもの、10・5mm以下なりし種々

の場合に於ける硬度は計算上次の如くなる。

條裡・mml　6・・巨17・・いi・・いい…　1・α511
碩度1・7・・5・1・S・・30”　1・9・72・1　・・　・…51・2・…1・酬・・1・86・【・6・…i・・副・8…51・…

斯くて逆に儲≦6mm硬度17，・艘なるものありとせば（上の二表劉照）eのゆは鯉n・m・なる場合

の硬度を得んには12・s5度を力i唖せば可なるべく此は次式により計筑せらる。

　　　　條径　12として臓條鱒為の畷・魍響）

　今各條径のものに就きて一括表示すれば次の如し（恨に硬度加重係数と稔す）

　　　　　　　　　　　　第五表　各條径に謝する硬度加重係数

條　　　樫　　　　mm　　　　…　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’1・い51・i75いi・5い1951・・い呵・1

加重係数
　　　1

lLト篶・＋鵜1＋器1＋辮・1＋鍛1＋器1・1＋遥器1＋鑛1＋・1驚1＋AL2S6

　ll

1。7492

　ll

工．6273

　ll

1．5213

　11

1．42S2

　11

1．34己9

　11

1。2525

　u

1、2068

　H

1．1474

　【i

LO923

　！8，7ユ5

　11

1．0448

6”一

0

帥ち、假に今條穫8，75mmにして實測硬度24・3度なりとせばこのものの11mm太さに於ける硬度は上

の第五表の係数を用ひ。

　　　　三～4，3×ユ，2068＝＝2g，3

となる。この硬度の加重係数表を用ひ前摘第二表の硬度表を夏正衷示せば次の如し。
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第六表　條裡に封する更正をなしたる硬変

構名縄蕪墜謙 品　種　名
篠上麗轟藤騰灘

寒枯歩合

20％以下

のもの

1，蒙　宵　桑　　 5・13　　26・3

2，宛鷺農一凸易虎　　　　8・9S　　　　29。7

3，糸畠　　　　　桑　　　　7．90　　　　27・7　、t

4，青琶Jii秋雨　　　　　S．45　　　　26・5

5，涌捷　　ノ　　　ノη　　　　　γ、4」7　　　　　22・7

6，徳　　　　　 ，「1　　　　9・63　　　　32・3

7，班頁Jll肩青τ∫II　　　　8・25　　　　27・5

8，オ目　　　　　模　　　　7・45　　　　23・0

46．0　　　　　20，瞥國野桑
35噂S　　　　　　　　　　　　21，奥　　　　　り・H

37．3　　　　　　22，丸葉十丈孚

33。7　寒枯夢・合　23，甲　　　撰

32．4　40％以下　24，吹良鼠返

35，3　のもの　 25，・黒　　木

35．0　　　　　　　　　　　　26，改良魯桑

35．0　　　　　　　　　　　　27，縦…馬　赤木

9．13　　　　22．3　　　　25．6

10．71　　　　24．2　　　　24．2

S。22　　　　22量5　　　　28．6

1022　　　　　25．0　　　　26」，

920　　　　26．2　　　　30．0

9．65　　　　　26、8　　　　　2｛●2

9．52　　　2壬．3　　　26。5

8．00　　　　20，5　　　　27．6

9，伊蓬赤木 8．73 23．0 27．8
28，大伊　漣 9．78 23．S 26．0

10，卒南前川 8．67 25．3 30．5 29，騰治早生 S．1S 25．3 32．2

11，紫阜虫 8．15 ％．S 32．S 30，一丈桑 10．動 31．7 31．7

寒枯歩合

R0％以下

ﾌもの

12，四　鄭次

P3，鶴　　　田

P4，金　　　子

P5，島　ノ　内

8．75

W．13

X．15

V．77

2生．3

Q虫0

Q7．2

Q2．0

29．3

R0．5

R1．2

Q9β

寒枯歩含

S0％以上

ﾌもの

3塘　　i鋒32，清十郎33，改良十文掌34，山中高助 8．83

W．25

X．48

X．22

19．8

Q4．2

Q7．0

Q6．0

23．9

R0．7

R0．9

Q9．8

16，世　界　一 8．40 23：3 29．6 35，扶桑　丸 10．22 23．5 23．5

17，魯　　　桑 11．62 2s．2 2S．2 36，金　　　龍 1α4ア 26．2 26．2

18，矢　留　桑 S．53 29．0 34．9

19，利　　　桑 8．70 2壬．7 29．8

斯くて條の太さによる更正値を求めたる結果上掲第六表によりユJ2の例外を見たるも次の如く繍論

し得。

1・立木硬度計によりて耐寒性の弧弱を数量的に測定し得。

2．耐塞性より見ての實用上栽増に適する桑品種は南部爾浦洲に於てぱ（奉天以南）中上部（前出）の太

　　さ径ユ1mmの場合の更正硬度32慶以上なり、若し同上の硬度35度以上なる時は最も安塗とす。

次に余は桑條の位置による硬度の攣化の歌態が品種により異り、且つ耐寒性との間に何等かの關係

あるべきを思ひ、各品種毎に最下部硬度を100としこれに謝する中下部、申上部、上部の各々の硬度

を指撒換箕せるに次の結果を得潅り。

　　　　　　　　　　　第七表　下部硬度を100とせる指数表

品種名1下沖下締瑚上部ll　1・礪名1下締圃中螂

寒枯歩合

20％以下

のもの

1，蒙　古桑

2，熊農一號

3，錦　　　桑

4，龍川秋雨
5，量苗置　　　ノ　　　　Jll

6，徳　　　川

7，順川前川

8湘　　　槻

9，伊蓬赤木

10，茶南前川

11，紫早生
12，四　鄭　次

10D

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

77

86

82

77

60

78

83

73

79

79

72

80

65

63

72

52

45

61

6壬

53

54

52

56

60

4s

46

52

33

33

48

41

31

2S

37

26

36

寒縮歩合

40％以下

のもの

20，瞥國野．桑

2ユ，奥　　　　州

22，丸葉十丈字

23，甲　　　撰

24，改良鼠返

25，黒　　　木

26故冥魯桑
27，群馬赤木

28，大伊遙

29，騰治早生

30，一丈桑
31，唐　　桑

100

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

80

93

75

74

6S

86

80

70

79

73

85

S3

59

71

48

4S

36

63

52

53

59

49

74

55

上部
35

3↓

％

2ア

24

35

30

34

3’2

26

35

32

櫓
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寒右捗・合

30％以下

のもの

13，鶴　　田

14，金　　子

ユ5，島ノ　内

16，世界一
17，魯　　桑

18，矢留桑
19，利　　　…桑

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

83

8義

73

79

Sl

SO

74

63

61

55

63

63

59

53

33

32

3壬

32

39

28

36

寒枯歩含

40％以上

のもの

327清　P卜　RIK

33，改良十丈字

34，山中高助

35，扶桑丸・
3G，金　　龍

〃

〃

〃

〃

〃

78

86

S7

76

78．

6夷

60

65

50

60

31．

31

35

33

33

100 第一圖9　位置昌sル硬廣’劉㌔
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　　　　糠
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　　　　　　　　続へ

　　　　　　　　　　＼Nx

　　　　　　　　　　、　＼　’
　　　　　　　　　　　、　＼
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　以上は一見共の域績臨々にして一定の傾向なきが如きも、寒枯歩合20％以下のものS中．瀧川秋雨

は秋雨系統中にては最も非耐塞性のものにして目下研究申なるも寒氣激しき北瀾地方にての栽培を懸

念されつSあるものなると、瀧の川、相模は倶に塞枯歩合は少けれども獲育極めて悪しく全然栽培便

値なきもの究るにより、次の如く結論し得。

　磯育佳良1として耐塞性強き桑品種の桑條は其の下部と上部との硬度の差勘く、前齎100に謝し後者

40以上のものは栽培上安歪なる品種なりgこの關係を曲線にて示す時は第一圖の如し。

　　　　4．要　　　　　約

　余は立木硬度計の使用によりて桑樹の商塞性を知る図的の爲に實測の数値を適當に更正し、耐聖性

の強弱を数量的に表示するを得たり、これによりて耐寒性より見て熊岳城を申心とせる南部南満洲に

於て栽増に適する品種は夏刈後の冬期枝條の大約下部より五分の三の箇所に於ける太さに封する更正

を維たる硬度、32度以上なること、並に耐塞性強き品種の桑條は下部と上部との便度差、紗なきもの

なる事を知り得たり。

　　　　5．關　係　文　献

　1．逸　藤　省　脊（1919）　　桑樹耐塞性調査　4弱鮮獄業試験所禦報第一號

　2．　同　　（1919）　桑樹寒害豫防試瞼　　同上
　3．ZF安南道原醒種製輩所（1929）　　桑樹品種試験概嬰

　4．北海讃農事試験揚（1918）　　栽桑　北海道農纂試験揚漿報　第二十號

’　5・遽藤保太郎（1916）　　桑樹ノ耐寒性二就テ　舐業新報　蚊o．278．p．4－7

　6．　鈴　木　英　亮（1926）　　桑樹滲透座i蛎売テ（避稿）　醗繍學報　Vol　VIII　No・9

　7．岡　部　康　之（1927）　　桑樹ノ硬度二關スル研究　埼玉縣慧業試験揚報告　第十五號

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（昭和五年十二月二十月受理）

璽の白彊病菌の寄主盤侵入に就て

勝　　叉　　藤　　夫

　　　　1．緒　　　　　言

　植物病原懸歌菌の嵜主膿角皮穿入に關してぽ昔時主として酵素に依る軟化溶解読唱へられたるも

B・sg・・lltの附將禮の｛観、三好博士の金箔の實臨V・9・s氏の粘膜鞘の焚見に亜ぎBI・・km・・獺及

門下諸氏の寄生の生理に關する詳細なる研究（1915年第1報、1930年第11報）はBotrytls　Cinereaその

他の菌の寄主膿角皮穿入が專ら機械的堅力に依るとせられたり。其後諸學音の研究は少激化塾的作用

の共同力を読く者なしとはせざるも主として機械的に穿入の行はるることに一致せり。

　盤の白彊病菌の獄艦皮膚角皮穿入は從來菌綜の分泌物の作用に依るとせられ殆ど研究の外に放置せ

られたるの観あり。著者は白殖病菌の生態に關する研究中此の職を確むる爲少しく研究せり。以下大

要を述べんとす。

　　　　2。　白媛病菌の蕪艦寄生の概要


